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【短 報】 産業動物I

旋回と斜視を翌したホルスタイン種育成牛にみられた

巨大脳膿瘍
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要 約

初診時に食欲不振を主訴とした12カ月齢のホルスタイン種雌育成牛が、 約 1 カ月後に右旋回を呈した。 一般状

態は良好であったが、 その約2カ月後には削痩および左眼球の斜視も認められ、 脳幹部の慢性進行性病変を疑わ

れた。 病理解剖により大脳右半球脳回の顕著な腫大・扁平化がみられ、 内部には9.0 x 7.5 x 7.0 cm大の黄白色ク

リ ー ム状の膿汁を入れた膿瘍が認められた。 右大脳半球の皮質は非薄化していた。 巨大な脳膿瘍により左右脳幹

と左大脳半球が圧迫されていたが、 組織学的検査では異常は検出されず、 神経症状の責任病変の所在は確定でき

なかった。
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脳膿瘍は頭蓋内に化膿性細菌が侵入し、 脳実質に膿が

貯留したものである。 脳膿瘍の神経症状は、 膿瘍が形成

された解剖学的位置と膿瘍の大きさ、 脳への圧迫・侵襲

の程度により様々である [1]。 しかし、 牛において大脳に

生じた膿瘍と症状とを結び付けた報告は少ない [2 、 3]。 今

回、 臨床症状から脳幹の障害を疑ったホルスタイン種育

成牛で、 右大脳半球に直径7cm以上の巨大な脳膿瘍が認

められた症例を経験したのでその概要を報告する。

症 例

症例は12カ月齢のホルスタイン種雌育成牛で、 食欲

不振を主訴に十勝NOSAI家畜診療所を受診した。 初診

時（第 1 病日）の血液検査で軽度の白血球増多症が認め

られた。 細菌性肺炎を疑い、 第4病日までペ ニシリン5

ml ( 懸濁水性プロカインペ ニシリンG明治：Meiji Seika 

ファルマ、 東京）、 メトクロプラミド4 ml (動物用メト

クロ注10「KS」 ：共立製薬、 東京）およびネオスチグミ

ン10 ml (動物用パラスチミン：ゼノアック、 福島）を

それぞれ筋肉投与したところ食欲は改善した。 その後、

第32病日に右旋回を主訴に再受診した。 活力と食欲はあ

り、 血液検査で異常は認められなかった。 中枢神経系の

異常を疑い第34病Hまでデキサメサゾン8 ml (デキサメ

サゾン中「KS」：共立製薬）を皮下に、 オキシテトラサ

イクリン30 ml (OTC注10%「フジタ」 ：フジタ製薬、

東京）を静脈内投与した。 その後も軽度の右旋回は持続

したが、 活力と食欲はあったため無治療で経過観察とし

た。 第87病日に右旋回症状が悪化し再々診となった。 デ

キサメサゾンに加えて抗菌薬としてセファゾリン2�3g

静脈内（セファゾリン注「フジタ」 ：フジタ製薬）、 ペ

ニシリン10�20 ml筋肉内（懸濁水性プロカインペ ニシリ

ンG明治：Meiji Seikaファルマ）、 オキシテトラサイク

リン30�40 ml 静脈内(OTC注10%「フジタ」 ：フジタ
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